
社会性評価結果からみる日本企業の現状と課題1３ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ｄ
）
は
、

二
○
○
○
年
一
月
に
設
立
さ
れ
た
非
営
利
中
立
の
調
査
機
関
で
、

市
民
活
動
団
体
・
財
団
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
・
自
治
体
な
ど
の

役
職
員
お
よ
び
研
究
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
あ
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ｄ
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
の
拡
大
を
ミ
ッ
シ

ョ
ン
と
し
て
、
実
践
型
の
リ
サ
ー
チ
や
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
政
策

特
集

Ｉ
 

内
外
の
企
業
不
祥
事
や
そ
れ
に
起
因
す
る
企
業
の
破
綻
が
続
い
て
い
る
。
昨
日
ま
で
の
優
良
企
業
が
社
会
的
に
転
落
す
る
状
況
の
な
か
で
、
企
業
統
治
や
社
会

的
責
任
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
一
○
○
二
年
一
二
月
に
国
内
全
上
場
企
業
を
対
象
に
「
企
業
の
社
会
性
に

関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
た
。
本
稿
で
は
同
調
査
の
結
果
に
も
と
づ
き
、
日
本
企
業
の
社
会
的
責
任
に
関
す
る
取
り
組
み
状
況
を
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
／
ア
カ
ウ
ン
タ

ビ
リ
テ
ィ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
一
雄
用
、
社
会
貢
献
、
環
境
と
い
う
五
つ
の
側
面
か
ら
報
告
し
、
現
状
と
課
題
を
分
析
す
る
。

社
会
性
評
価
結
果
か
ら
み
る
日
本
企
業
の
現
状
と
課
題

パ
『
フ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
Ｓ
Ｒ
－

提
案
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
市
民
社
会
を
支
え
る
資
金
還
流
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
を
重
点
活
動
領
域
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

企
業
行
動
の
変
容
を
促
す
社
会
的
責
任
投
資
（
の
。
§
｜
｜
『
宛
の
８
８
‐

の
こ
の
旨
く
①
の
目
の
ご
【
、
以
下
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
の
推
進
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
え

る
寄
付
や
融
資
制
度
な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
の
二
本
柱
を
通
じ

て
、
社
会
変
革
の
た
め
の
資
金
の
流
れ
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
前
者
の
Ｓ
Ｒ
Ｉ
推
進
を
め
ざ
し
た
企
業
の
社

会
性
評
価
活
動
に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
た
い
。

Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ｄ
は
、
二
○
○
○
年
に
国
内
初
の
本
格
的
な
Ｓ
Ｒ
Ｉ
フ

岸
本
幸
子
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１４ 

ア
ン
ド
と
な
る
「
あ
す
の
は
ね
」
（
運
用
会
社
辨
朝
日
ラ
イ
フ
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
開
発
に
参
画
し
て
以
来
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
の
た

め
の
企
業
評
価
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｒ
Ｉ
を
社
会
・
市
場
と

企
業
を
結
ぶ
「
結
節
点
」
と
位
置
付
け
て
、
企
業
評
価
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
企
業
の
社
会
的
責
任
（
○
・
【
ｂ
○
日
［
の
の
。
§
一

幻
の
８
．
口
、
旨
一
旨
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
」
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

国
内
の
先
進
企
業
や
コ
ー
円
卓
会
議
な
ど
の
国
際
組
織
の
協
力
を

得
て
「
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

一
貫
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
促
進
及
び
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
社
会
を
つ
な
ぐ

こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

二
○
○
二
年
秋
か
ら
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
普
及
の
基
盤
整
備
の
一
環
と

し
て
、
モ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
社
（
以
下
、
Ｍ
Ｓ
社
）
と
の
協
働
に

よ
り
「
モ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
社
会
的
責
任
投
資
株
価
指
数
」
（
以

下
Ｍ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
の
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

っ
た
。
Ｍ
Ｓ
－
Ｓ
Ｒ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
は
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
／
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
雇
用
、
社
会
貢
献
、

環
境
と
い
う
五
つ
の
側
面
か
ら
企
業
の
社
会
性
の
評
価
を
行
っ

た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
Ｍ
Ｓ
－
Ｓ
Ｒ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
開
発

の
た
め
に
二
○
○
｜
一
年
一
二
月
に
実
施
さ
れ
た
「
企
業
の
社
会
性

に
関
す
る
調
査
」
結
果
に
つ
い
て
、
報
告
す
る
。

組
織
評
価
は
、
常
に
何
を
良
き
組
織
と
す
る
か
と
い
う
価
値
の

体
系
を
前
提
と
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｓ
１
Ｓ
Ｒ
Ｉ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
企

業
評
価
で
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
を
「
企
業
活
動
の
全
プ
ロ
セ

ス
に
社
会
的
公
正
性
や
環
境
へ
の
配
慮
を
組
み
込
み
、
多
様
な
ス

テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
株
主
、
従
業
員
、
消
費
者
・
顧
客
、
環
境
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
に
対
し
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
果
た
す
こ
と
」

と
規
定
し
て
評
価
体
系
を
つ
く
っ
て
い
る
。
ま
た
社
会
に
と
っ
て

望
ま
し
い
企
業
像
を
、
「
社
会
と
共
生
す
る
企
業
」
と
よ
び
、
企

業
は
社
会
か
ら
規
定
や
要
請
を
受
け
る
と
と
も
に
、
社
会
に
対
し

て
働
き
か
け
を
行
い
、
社
会
創
造
の
役
割
を
担
う
も
の
と
捉
え
て

い
る
（
図
１
）
。
社
会
か
ら
の
規
定
と
は
、
企
業
倫
理
を
は
じ
め

と
し
て
様
々
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
を
果
た
す
側
面
で
あ
る
。
社
会
へ
の
働
き
か
け
と
は
、
企
業

が
現
代
社
会
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、
企
業
活
動
を
通
じ
て
積

極
的
に
取
り
組
み
、
社
会
お
よ
び
企
業
自
身
の
中
に
新
た
な
価
値

を
生
み
出
す
側
面
で
あ
る
。

前
者
の
責
任
の
側
面
で
は
、
例
え
ば
法
令
の
遵
守
や
企
業
倫
理

の
確
立
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
程
、
制
度
等
の
整
備
を
通
じ
て
、

不
祥
事
の
未
然
防
止
や
リ
ス
ク
の
回
避
の
た
め
に
「
管
理
」
を
微

二
評
価
基
準
の
基
礎
と
な
る
企
業
像
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図１パブリックリソースセンターの社会性評価活動

想定する企業像：社会と共生する企業

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
開
発
の
た
め
の
社
会
性
評
価
で
は
、
以
下
の
五

点
を
基
本
的
な
視
点
と
し
て
い
る
。

①
多
様
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
社
会
的
責
任

多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
を
実
現
す
る
た
め
、
「
ガ
バ
ナ
ン
ス

￣ 

う
０ 

底
す
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
企
業
の
存
続
に
不
可
欠
な
基
礎
的

責
任
を
は
た
す
「
ま
じ
め
な
」
企
業
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

他
方
、
後
者
の
創
造
性
の
側
面
で
は
、
例
え
ば
少
子
高
齢
化
や

地
球
環
境
保
全
の
よ
う
な
社
会
的
課
題
に
対
し
て
、
雇
用
や
環
境

対
策
を
通
じ
企
業
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
積
極
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

社
会
貢
献
活
動
に
お
い
て
単
に
寄
附
を
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社

員
や
顧
客
を
ま
き
こ
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
の
協
働
を
展
開
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
広
く

社
会
性
の
面
に
お
い
て
も
「
独
自
性
」
や
「
自
発
性
」
を
発
揮
し

新
た
な
可
能
性
を
提
起
で
き
る
、
革
新
的
な
企
業
の
取
り
組
み
経

営
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
社
会
性
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
積
極
的

な
取
り
組
み
を
実
践
す
る
企
業
風
土
は
、
経
済
活
動
の
面
で
も
革

新
性
を
発
揮
す
る
土
壌
と
な
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
い
え
よ

三
評
価
方
針
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1６ 

社
会
的
な
責
任
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
社
会
的
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
積
極
的
で
あ
る
企

業
を
高
く
評
価
す
る
。
ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
手
法
の
開
発
や
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
事
業
な
ど
他
の
セ
ク
タ
ー
へ
の
波
及
効
果
の
高

い
活
動
な
ど
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
側
面
を
重
視
し
て
い
る
。

④
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
行
わ
な
い

特
定
業
種
や
特
定
の
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
の
排
除
、

調
査
に
お
い
て
は
、
こ
の

築
さ
れ
て
い
る
か
を
重
視

／
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
「
｜
雇
用
」
「
社
会
貢
献
」

「
環
境
」
の
五
つ
の
分
野
（
あ
る
い
は
側
面
）
を
調
査
対
象
と
し
、

評
価
は
五
分
野
を
同
ウ
ェ
イ
ト
で
行
っ
て
い
る
。

②
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｌ
Ｄ
ｏ
ｌ
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
ｌ
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
サ

イ
ク
ル
の
重
視

企
業
と
い
う
組
織
の
社
会
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
個
人
個
人

の
心
が
け
に
は
限
度
が
あ
り
、
組
織
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
さ

れ
る
。
つ
ま
り
組
織
と
し
て
の
理
念
や
方
針
を
定
め
、
取
り
組
み

体
制
を
構
築
す
る
↓
具
体
的
事
業
の
目
標
を
設
定
し
、
遂
行
す
る

↓
実
施
成
果
を
評
価
し
て
、
反
省
点
を
次
の
取
り
組
み
に
反
映
さ

せ
る
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
本

調
査
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
体
制
が
ど
の
程
度
横

③
新
た
な
価
値
創
造
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
社
会
と
の
．

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
視

し
て
い
る
。

企
業
の
社
会
性
に
は
多
様
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
が

反
映
さ
れ
る
。
そ
の
基
礎
と
な
る
の
が
、
社
会
的
存
在
で
あ
る
企

業
が
総
体
と
し
て
持
っ
て
い
る
理
念
、
統
治
体
制
、
行
動
倫
理
、

上
記
の
企
業
像
お
よ
び
評
価
方
針
を
踏
ま
え
た
各
分
野
の
調
査

項
目
と
評
価
の
視
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
表
１
）
。

い
わ
ゆ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
欧
米
で
は
一
般
的

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本
調
査
で
は
採
用
し
て
い
な
い
。
「
グ
ッ

ド
カ
ン
パ
ニ
ー
」
の
促
進
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

基
本
と
し
て
お
り
、
「
パ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
糾
弾
・
排
斥
す

る
立
場
は
と
っ
て
い
な
い
。

⑤
改
善
の
努
力
を
重
視
す
る

社
会
性
の
面
で
、
現
時
点
に
お
い
て
「
優
良
で
あ
る
」
企
業
の

み
で
は
な
く
、
将
来
に
向
け
て
「
よ
り
社
会
性
を
高
め
、
改
善
し

て
い
こ
う
」
と
い
う
企
業
の
「
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
（
改
善
努
力
）

に
着
目
し
て
い
く
。
た
と
え
ば
、
他
の
企
業
に
先
駆
け
て
の
新
た

な
試
み
や
、
他
の
企
業
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
評

価
す
る
。

１
ガ
バ
ナ
ン
ス
／
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
評
価
の
視
点

四
各
分
野
に
お
け
る
主
要
調
査
項
目
と
評
価
の
視
点
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表１主要評価項目一覧
情
報
開
示
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
姿
勢
と
い
っ
た
側
面

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
／
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ

ィ
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
企
業
の
考
え
方
、
体
制
、
内

容
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
的
責
任
に
対
す
る
認
識
が
示
さ
れ
て
い

る
か
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
「
社
会
と
共

生
す
る
企
業
」
と
し
て
積
極
性
・
能
動
性
が
あ
る
か
、
と
い
っ
た

点
を
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法
令
や
倫
理
基
準
の
遵
守
・
運

用
状
況
、
実
態
の
把
握
お
よ
び
開
示
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
姿
勢
や
双
方
向
性
に
つ
な
が
る
重
要
な
点
と

し
て
、
評
価
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
特
定
の
取
り
組
み
体
制
の
有
無
や
特
定
の
ス
テ
イ
ク

ホ
ル
ダ
ー
ヘ
の
対
応
を
重
視
す
る
立
場
は
取
っ
て
い
な
い
。
例
え

ば
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
各
国
の
統
治
ス
タ
イ
ル
と
の
比
較

研
究
を
踏
ま
え
た
長
年
の
議
論
を
経
て
、
昨
年
の
商
法
改
正
に
よ

り
い
わ
ゆ
る
米
国
型
が
選
択
肢
と
し
て
加
わ
っ
た
。
企
業
は
委
員

会
等
設
置
会
社
制
度
を
採
択
す
る
か
、
も
し
く
は
従
来
の
監
査
役

制
度
を
強
化
す
る
か
と
い
う
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
い
ず
れ
か
一
方
を
良
し
と
す
る
前
提
に
は
立
た
な
い
。
む

し
ろ
本
質
は
、
意
思
決
定
の
迅
速
性
や
多
様
な
視
点
の
反
映
、
経

営
責
任
の
明
確
化
や
そ
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
に
つ
い

て
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
る
か
、
何
ら
か
の
措
置
を
取
っ
て
い

る
か
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
措
置
か
と
い
う
点
に
あ
り
、
そ
れ

部落解放研究Ｍ54200310

分野 主要評価項目

ガバナンス／
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顧客対応

調達先対応

【理念・方新・体ijll】【商品（製品・サービス）にｌｌＵする収I)組
み】【消費者／顧客へのアカウンタビリテイ・コミュニケーシ
ヨン】【関連法令遵守】【被害者対応】【プライバシーの尊Ili.
保護】【取り組みの改善】
【体制・方針】【選択基準・支援】【取り組みの改善】

雇用 雇１１１責任

働きやすい職場
人材パフォーマンス

雇用･人材マネジメント

【雇用の維持・確保】【多様な雇用機会の提供】【人権の保護】
【仕事とプライベートライフの両立】【労働環境・健康管理】
【評価制度・インセンテイブ】【人材育成・キャリア支援】
【マネジメントシステム】【経営参画･コミュニケーション】【取り組みの改善】

社会貢献 社会貢献活動

地域との共生

改善の努力等

【取り組み体制】【社員のボランティア活動や市民活動への参加
促進】【現物寄付】【サービスの提供を通じた支援】【本来業務
の仕組みを生かした社会貢献活動】【NPOとの協働】【社会貢
献支出】【企業財団や公益信託】【その他の自主プログラム】【海
外における社会貢献活動】
[取り組み体制]【遡誕との共生に|側する具体策][i惇外の４櫟所等における地jﾖiri戯］
【取り組みの改善】【何らかのトラブル】

環境 環境マネジメント
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環境パフォーマンス

その他

【マネジメントシステム】【環境会計】【規制遵守】
【環境報告書】【環境ラベル】【地域社会等とのコミュニケーション】
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【環境ビジネス】【環境リスク対応】【表彰歴】【取り組みの改善】
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企
業
は
商
品
（
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
通
じ
て
消
費
者
・
顧
客

の
利
益
を
増
大
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
商
品
を
通
じ
た
事
業
活

動
に
よ
り
市
場
形
成
、
ひ
い
て
は
社
会
・
文
化
に
決
定
的
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
今
後
、
社
会
と
共
生
す
る
企
業
に
は
、
社
会

的
視
点
を
持
ち
、
責
任
を
も
っ
て
新
し
い
市
場
形
成
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
消
費
者
・
顧
客
さ
ら

に
は
調
達
先
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
や
協
働
が
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
は
一
般
消
費
者
へ
の
取
り
組
み
と
顧
客
（
ビ

が
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

但
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
〃
海
外
の
価
値
観
に
過
ぎ
な
い
診
と
す
る
立

場
に
も
与
し
な
い
。
日
本
社
会
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
重
要
な
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
企
業
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経

済
活
動
を
展
開
し
て
い
る
現
在
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
海
外
の
動
向

や
考
え
方
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
内

外
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
・
組
織
に
よ
り
策
定
さ
れ
て
い
る
企
業
行

動
規
範
も
指
針
や
啓
発
組
織
・
研
究
機
関
の
活
動
、
リ
ス
ク
管
理

に
お
け
る
社
会
的
責
任
リ
ス
ク
と
い
う
概
念
、
情
報
開
示
に
関
す

る
国
際
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
要
請
を
取
り
組
み
に
反
映
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

２
マ
ー
ケ
ッ
ト
分
野
の
評
価
の
視
点

ジ
ネ
ス
ュ
ー
ザ
ー
）
へ
の
取
り
組
み
と
、
評
価
対
象
を
二
つ
に
分

け
て
い
る
。
｜
般
的
な
関
心
は
ど
う
し
て
も
消
費
者
対
応
に
集
中

し
が
ち
で
あ
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ザ
ー
も
重
要
な
ス
テ
イ
ク
ホ

ル
ダ
ー
で
あ
り
、
ま
た
両
者
の
取
り
組
み
に
は
相
違
点
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
両
者
を
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
把
握
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
消
費
者
・
顧
客
志
向
の
企
業
で
あ
っ
て
も
、
調
達
先
（
関

連
企
業
、
協
力
企
業
）
に
対
し
て
不
当
な
条
件
を
強
要
す
る
よ
う

な
姿
勢
で
あ
れ
ば
、
そ
の
結
果
で
き
た
商
品
（
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
）

を
消
費
者
が
買
う
こ
と
は
間
接
的
に
そ
の
よ
う
な
姿
勢
を
支
援
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
調
達
先
と
の
不
公
正
な
取
引
関
係
が
何

ら
か
の
機
会
で
社
会
問
題
化
す
る
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
も
リ

ス
ク
管
理
上
看
過
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
ま
ず
消
費
者
対
応
に
つ
い
て
は
、
一
般
消
費
者

の
「
生
活
の
質
の
向
上
」
を
重
視
す
る
こ
と
と
捉
え
、
国
際
的
に

定
着
し
て
い
る
「
消
費
者
の
四
つ
の
権
利
」
（
一
九
六
二
年
「
ケ
ネ

デ
ィ
教
書
』
、
す
な
わ
ち
、
①
安
全
で
あ
る
権
利
、
②
知
ら
さ
れ

る
権
利
、
③
選
ぶ
権
利
、
④
意
見
が
反
映
さ
れ
る
権
利
に
対
し
、

ど
の
よ
う
に
、
ど
の
程
度
尊
重
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

と
い
う
点
が
基
本
的
な
評
価
の
視
点
と
な
る
。
そ
こ
に
は
、
消
費

者
と
し
て
の
責
任
の
情
報
提
供
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
さ
ら
に

は
、
例
え
ば
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
食
品
の
履
歴
情
報
の
遡
及
可



１９社会性評価結果からみる日本企業の現状と課題

企
業
に
お
け
る
雇
用
は
現
在
、
多
く
の
企
業
に
お
い
て
リ
ス
ト

ラ
に
よ
る
大
量
人
員
削
減
が
実
施
さ
れ
、
終
身
雇
用
に
代
表
さ
れ

る
雇
用
保
障
型
か
ら
、
労
働
市
場
の
流
動
化
に
対
応
し
た
社
員
の

エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
（
Ⅱ
雇
用
さ
れ
る
力
）
支
援
型
へ
と
大

き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
他
方
、
セ
ク
ハ
ラ

な
ど
の
人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
や
、
障
害
者
雇
用
、
育
児
・
介

護
休
業
な
ど
の
社
会
的
課
題
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
、
よ
り
一
層

充
実
さ
せ
る
必
要
に
も
迫
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
雇
用
の
あ

り
方
を
、
以
下
の
五
つ
の
要
素
か
ら
捉
え
、
評
価
の
視
点
と
し
て

能
性
）
と
い
っ
た
最
近
の
課
題
へ
の
認
識
と
対
応
に
つ
い
て
も
含

ま
れ
る
。

次
に
顧
客
対
応
に
つ
い
て
は
、
不
特
定
多
数
の
一
般
消
費
者
と

は
異
な
る
取
り
組
み
を
反
映
で
き
る
よ
う
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
体
制
、

方
針
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
上
の
展
開
だ
け
で
は
な
く
、
顧
客
尊

重
の
取
り
組
み
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

ま
た
、
調
達
先
対
応
に
つ
い
て
は
、
調
達
先
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
位
置
付
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
か
が
、
基
本
的
な

方
針
の
有
無
や
調
達
先
支
援
の
具
体
的
内
容
と
併
せ
て
、
基
本
的

な
視
点
で
あ
る
。

３
｜
雇
用
分
野
に
お
け
る
評
価
の
視
点

「
社
会
の
繁
栄
な
く
し
て
、
企
業
の
繁
栄
は
な
い
」
と
い
う
が
、

積
極
的
に
地
域
の
要
請
に
応
え
社
会
的
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る

こ
と
は
、
企
業
活
動
の
基
盤
で
あ
る
労
働
市
場
の
改
善
や
消
費
市

場
の
拡
大
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ

い
る
。
①
基
本
的
人
権
を
護
り
、
多
様
な
人
々
に
対
し
て
働
く
場

を
提
供
す
る
こ
と
。
②
社
員
の
健
康
・
安
全
・
生
活
を
護
り
、
安

心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。
③
個
人
の
能
力
を

引
き
出
し
、
自
立
し
た
一
社
会
人
と
し
て
い
き
い
き
と
働
け
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。
④
社
員
の
社
会
と
の
関
わ
り
を
推
進
・

支
援
し
、
企
業
の
人
的
リ
ソ
ー
ス
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
。
⑤

上
記
全
般
に
関
し
て
、
適
切
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
双
方
向

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
合
意
形
成
す
る
こ
と
。

な
お
、
多
く
の
企
業
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
展
開
に
よ
り
日

本
国
外
に
も
雇
用
を
創
出
し
て
い
る
な
か
、
上
記
①
お
よ
び
②
は

海
外
で
の
企
業
活
動
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
き
わ
め
て
基

本
的
な
視
点
で
あ
る
。
ま
た
、
③
に
つ
い
て
は
、
評
価
、
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
の
制
度
や
取
り
組
み
に
加
え
て
、
社
内
公
募
・
Ｆ
Ａ
・

企
業
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
制
度
を
含
む
人
材
育
成
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
の

取
り
組
み
は
あ
る
か
、
ど
の
程
度
活
用
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う

点
は
重
要
な
視
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

４
社
会
貢
献
に
お
け
る
評
価
の
視
点

部落解放研究NOL1542003.10
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環
境
面
で
の
企
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
業
種
を
問
わ
ず

多
く
の
企
業
が
国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０
シ
リ
ー
ズ

を
取
得
し
、
ま
た
環
境
報
告
書
を
作
成
す
る
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
化

せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
民
間
に
よ
る
公
益
活
動
」
に

対
す
る
社
会
的
な
期
待
が
高
ま
る
な
か
で
、
企
業
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ヘ
の

支
援
や
協
働
、
自
主
的
・
積
極
的
な
社
会
貢
献
活
動
が
企
業
市
民

の
あ
り
方
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
①
い
わ
ゆ
る
「
社
会
貢
献
」
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
団
体

へ
の
支
援
・
協
力
、
学
術
・
文
化
の
振
興
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振

興
及
び
自
主
事
業
な
ど
）
、
②
「
地
域
と
の
共
生
」
（
地
域
活
動
、
地

域
行
政
活
動
へ
の
協
力
、
地
縁
団
体
へ
の
支
援
・
協
力
お
よ
び
自
主
事

業
な
ど
）
、
③
市
民
社
会
貢
献
に
関
す
る
活
動
の
評
価
・
改
善
、

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
評
価
す
る
。

評
価
の
視
点
と
し
て
は
、
企
業
と
し
て
の
明
確
な
方
針
と
取
り

組
み
体
制
、
公
開
性
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
柔
軟
な
企
画
力
、
継
続
性
、
改
善
の
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
が
、

な
か
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
や
従
業
員
参
加
型
の
自
主
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
ヒ
ト
と
カ
ネ
の
面
か
ら
双
方
に
と
っ
て
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト

の
高
い
取
り
組
み
で
あ
り
、
主
要
な
評
価
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ

る
。５
環
境
分
野
に
お
け
る
評
価
の
視
点

と
定
量
化
の
両
面
で
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
分
野
と
い
え
る

が
、
①
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
②
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

③
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
三
つ
に
大
き
く
分
け
て
評
価
す
る
。

ま
ず
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
環
境
に
取
り
組
む
こ
と
に

つ
い
て
の
方
針
や
計
画
策
定
、
組
織
体
制
等
、
従
業
員
の
教
育
・

研
修
の
状
況
や
種
類
を
含
め
て
、
基
本
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

が
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
視
点
で
あ
る
。

一
方
、
環
境
問
題
に
は
各
種
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
関
わ
っ

て
お
り
、
特
に
外
部
に
向
け
た
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

姿
勢
が
重
要
視
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
環
境
報
告
書
の
作
成
や

地
域
社
会
と
の
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
と
ど
ま
ら

ず
、
報
告
書
作
成
に
あ
た
っ
て
の
第
三
者
の
関
与
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
の
対
話
や
連
携
の
有
無
も
含
め
た
環
境
活
動
の
透
明
性
、
ア
カ

ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
点
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

さ
ら
に
、
方
針
や
計
画
が
、
事
業
活
動
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に

実
行
さ
れ
た
か
を
測
る
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
事

業
活
動
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
削
減
だ
け
で
な
く
グ
リ
ー
ン
調
達

や
製
品
設
計
へ
の
環
境
配
慮
な
ど
も
評
価
対
象
に
含
ま
れ
る
。
た

だ
し
、
環
境
負
荷
デ
ー
タ
の
評
価
方
法
が
ま
だ
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
現
時
点
で
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
実
態
を
評
価
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
各
種
環
境
負
荷
デ
ー
タ
の
把
握
・

開
示
の
状
況
が
評
価
の
視
点
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
ま
さ
に
企
業
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ま
ず
調
査
の
大
前
提
で
あ
っ
た
多
様
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

対
す
る
社
会
的
責
任
と
い
う
考
え
方
は
、
ど
こ
ま
で
企
業
側
に
浸

透
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
企
業
の
基
本
的
な
価
値
観
や
姿
勢
を
表

明
す
る
た
め
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
経
営
理
念
等
に
は
、
多
く
の

企
業
が
複
数
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
関
す
る
姿
勢
を
明
記
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
経
営
理
念
等
に
企
業
の
姿
勢

が
明
記
さ
れ
て
い
る
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
種
類
を
尋
ね
た
問
い

二
○
○
一
一
年
度
は
、
全
上
場
・
公
開
企
業
三
五
八
八
社
を
調
査

対
象
と
し
て
、
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
と
同

時
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
企
業
に
つ
い
て
、
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
年
次
報
告
書
、
環
境
報
告
書
、
社
会
活
動
報
告
書
な
ど
の
一

般
公
開
情
報
の
収
集
分
析
を
行
っ
た
。
郵
送
調
査
の
有
効
回
答
数

は
、
二
六
四
社
（
有
効
回
答
率
七
・
四
％
）
だ
っ
た
。
以
下
に
各

分
野
に
つ
い
て
の
特
徴
的
な
結
果
を
紹
介
す
る
。

の
革
新
性
や
独
自
性
を
示
す
も
の
と
な
る
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

開
、
社
会
的
責
任
リ
ス
ク
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
環
境
リ
ス

ク
へ
の
対
応
の
状
況
に
つ
い
て
も
評
価
の
対
象
と
し
て
い
る
。

１
ガ
バ
ナ
ン
ス
／
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

五
調
査
方
法
の
結
果
概
要

に
お
い
て
、
最
も
回
答
率
が
高
か
っ
た
の
は

「
消
費
者
・
顧
客
」
の
八
四
・
五
％
で
あ
り
、

「
従
業
員
」
七
五
・
八
％
と
「
株
主
」
七
○
・

八
％
が
七
割
以
上
で
、
企
業
が
誰
の
も
の
で

あ
る
か
と
い
う
議
論
の
際
に
登
場
す
る
顧

客
、
従
業
員
、
株
主
と
い
う
三
つ
の
経
済
的

ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
拮
抗
し
て
い
た
。
さ

ら
に
、
「
地
域
社
会
」
六
一
・
七
％
と
「
環
境
」

五
○
・
四
％
が
半
数
以
上
と
な
り
、
社
会
的

ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
新
た
に
登
場
し
た
。

｜
方
、
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
「
調
達
先
」

を
明
記
し
て
い
る
の
は
三
六
・
四
％
の
み
に

と
ど
ま
り
、
企
業
の
社
会
的
責
任
の
範
囲
と

し
て
含
め
ら
れ
る
こ
と
が
最
も
少
な
か
っ

た
。
（
表
２
）

一
方
、
理
念
実
現
の
具
体
化
し
て
い
る
方

針
、
基
準
の
内
容
と
し
て
は
、
「
企
業
倫
理
」

が
七
○
・
一
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
、
「
消

費
者
・
顧
客
対
応
」
五
六
・
八
％
、
「
環
境
」

五
六
・
四
％
、
「
人
材
育
成
」
五
三
・
○
％

が
五
割
を
超
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
社

会
貢
献
」
、
「
雇
用
・
採
用
」
に
つ
い
て
の
方

表２理念等に姿勢が明記されているステイクホルダー／複数回答可

部落解放研究Nol54200310

全体 株主 従業貝
消費者.
顧客

調達先 環境 地域社会
いずれも

Iﾘ1記して

いない

その他 無回答
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ま
た
、
企
業
倫
理
に
関
し
て
も
、
倫
理
方
針
お
よ
び
規
定
に
含

ま
れ
て
い
る
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
全
般
的
な
法
令

順
守
」
（
七
九
・
五
％
）
、
「
社
会
の
一
員
と
し
て
倫
理
的
行
動
を

と
る
」
（
七
○
・
五
％
）
と
い
っ
た
一
般
的
事
項
や
、
「
業
務
上
得

た
重
要
情
報
の
取
り
扱
い
」
（
七
六
・
九
％
）
、
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー

取
引
の
禁
止
」
（
八
一
・
八
％
）
と
い
っ
た
事
業
上
の
基
本
的
事
項
、

「
セ
ク
ハ
ラ
の
禁
止
」
（
七
○
・
八
％
）
と
い
っ
た
社
会
問
題
と
な

っ
た
事
柄
へ
の
対
応
は
含
ま
れ
て
い
る
比
率
が
高
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
社
会
的
公
正
に
関
す
る
具
体
的
な
内
容
（
反
社
会
的

勢
力
と
の
対
決
、
独
占
禁
止
法
の
遵
守
、
贈
収
賄
の
禁
止
、
人
権
の
尊

重
）
や
環
境
の
保
護
な
ど
に
触
れ
る
比
率
は
五
割
か
ら
六
割
と
そ

れ
ほ
ど
高
く
な
い
。
企
業
倫
理
と
い
う
こ
と
が
声
高
に
言
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
の
具
体
的
な
方
針
の
策
定
は
進
ん

で
い
な
い
。
ま
た
倫
理
方
針
の
周
知
徹
底
も
、
文
書
化
し
て
全
社

員
に
配
布
し
て
い
る
企
業
が
七
五
・
八
％
に
達
し
た
も
の
の
、
役

員
を
含
む
全
社
員
に
研
修
を
実
施
し
て
い
る
企
業
は
二
五
％
に
と

ど
ま
り
、
方
針
の
浸
透
に
問
題
を
残
し
た
。

企
業
と
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
に
つ
い
て
み

る
と
、
開
示
さ
れ
て
い
る
企
業
情
報
の
内
容
と
し
て
、
会
社
概
要
、

針
の
策
定
は
そ
れ
ぞ
れ
四
五
・
八
％
、
四
三
・
一
一
％
に
と
ど
ま
り
、

具
体
的
な
方
針
、
基
準
の
策
定
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

財
務
情
報
、
事
業
概
要
が
九
○
％
を
超
え
て
い
る
の
は
当
然
と
し

て
、
企
業
理
念
、
製
品
情
報
、
雇
用
関
係
情
報
が
六
○
％
を
超
え

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
製
品
の
リ
コ
ー
ル
・
安
全
性
に
対
す
る
情

報
開
示
は
二
六
・
｜
％
と
低
く
、
事
業
活
動
の
内
部
監
査
情
報
、

外
部
評
価
情
報
は
と
も
に
一
○
％
台
に
と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
、
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
定
期

的
な
懇
談
・
意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
る
企
業
の
割
合
は
五
割

強
、
意
識
調
査
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
四
割
強
で
あ
る
が
、
そ
の

主
要
な
対
象
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
消
費
者
・
顧
客
、
従
業
員
、

株
主
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
別
に

み
る
と
、
意
識
調
査
の
対
象
と
し
て
は
、
「
消
費
者
・
顧
客
」
が

八
六
・
二
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
従
業
員
」
六
一
一
一
・
三
％
、

「
株
主
」
五
一
・
四
％
を
対
象
と
し
て
い
る
企
業
が
多
い
。
ま
た
、

定
期
的
な
懇
談
・
意
見
交
換
に
つ
い
て
は
、
「
従
業
員
」
六
五
・

○
％
や
「
株
主
（
株
主
総
会
を
除
く
）
」
六
三
・
五
％
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
企
業
が
多
く
、
「
消
費
者
・
顧
客
」
に
つ
い
て
は
半

数
（
四
八
・
九
％
）
が
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
調
達
先
」

お
よ
び
「
地
域
社
会
」
を
対
象
と
し
て
い
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
三

五
・
○
％
お
よ
び
二
七
・
○
％
に
下
が
る
。
地
域
社
会
お
よ
び
環

境
関
係
は
、
意
識
調
査
や
意
見
交
換
を
通
じ
た
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
企
業
側
か
ら
対
話
の
対
象
と
し
て
必

ず
し
も
十
分
な
認
知
を
得
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
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顧
客
対
応
、
取
引
先
対
応
の
三
つ
を
た
ず
ね

お
い
て
は
紙
面
の
都
合
で
、
消
費
者
対
応
に

る
。取
り
組
み
の
基
本
と
な
る
体
制
に
つ
い
て

は
、
役
員
直
轄
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
専
任
部
署
を
置
い
て
い
る
企
業
が
七
割
強

に
達
し
た
。
ま
た
、
顧
客
満
足
を
高
め
る
た

め
の
方
針
（
Ｃ
ｓ
方
針
）
に
つ
い
て
も
、
七

割
を
超
え
る
企
業
で
Ｃ
ｓ
方
針
を
も
っ
て
い

る
と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｃ

ｓ
方
針
を
公
開
し
て
い
る
企
業
は
全
体
の
二

割
弱
と
極
め
て
低
く
、
企
業
の
消
費
者
に
対

す
る
姿
勢
が
伝
わ
り
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
商
品
の
品
質
管
理
、
商
品
情
報
の

発
信
、
ク
レ
ー
ム
情
報
の
管
理
等
の
事
業
に

直
結
す
る
部
分
に
お
け
る
取
り
組
み
は
進
み

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
被
害
者
救
済
な
ど
の
取

り
組
み
は
ま
だ
遅
れ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ

た
（
表
３
）
。
つ
ま
り
、
自
社
商
品
に
関
す

本
調
査
で
は
、
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
分
野
に
お
い
て
、
消
費
者
対
応
、

客
対
応
、
取
引
先
対
応
の
三
つ
を
た
ず
ね
て
い
る
が
、
本
稿
に

い
て
は
紙
面
の
都
合
で
、
消
費
者
対
応
に
絞
っ
て
傾
向
を
述
べ

２
マ
ー
ケ
ッ
ト
ー
、
Ⅱ

表３被害者救済方針／複数回答可／消費者対応回答社

る
被
害
へ
の
被
害
者
救
済
の
方
針
と
対
応
に
つ
い
て
、
「
被
害
者

救
済
の
方
針
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
が
、
社
と
し
て
何
ら
か
の
対

応
を
し
て
い
る
」
企
業
が
四
○
・
八
％
、
「
被
害
者
救
済
に
関
す

る
方
針
を
も
っ
て
い
る
」
企
業
は
三
○
・
六
％
、
「
被
害
者
救
済

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
っ
て
い
る
」
企
業
は
一
七
・
八
％
と
少
な
く

な
る
。
「
被
害
が
当
社
の
商
品
に
由
来
す
る
こ
と
が
特
定
さ
れ
な

い
か
ぎ
り
、
対
応
し
な
い
」
と
す
る
企
業
も
二
・
五
％
み
ら
れ

た
。
業
種
別
に
み
る
と
、
製
造
業
は
非
製
造
業
に
比
べ
「
被
害
者

救
済
に
関
す
る
方
針
を
も
っ
て
い
る
」
（
四
二
・
九
％
ｖ
’
八
・
八

％
）
や
「
被
害
者
救
済
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
っ
て
い
る
」
（
二
四
・

七
％
ｖ
一
一
・
三
％
）
割
合
が
高
い
。
「
被
害
が
当
社
の
商
品
に
由

来
す
る
こ
と
が
特
定
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
対
応
し
な
い
」
割
合
は

非
製
造
業
の
方
が
高
い
（
六
・
五
％
八
一
六
・
三
％
）
。

ま
た
消
費
者
志
向
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
が
、
意
向
調
査
（
八

二
・
八
％
）
や
Ｐ
Ｒ
活
動
（
四
四
・
六
％
）
を
通
じ
て
な
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
消
費
者
団
体
と
の
意
見
交
換
（
二
○
・
四
％
）
の

割
合
は
低
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
誰
に
で
も
使
い
や
す
い
商
品
（
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
商
品
）
の
開
発
に
つ
い
て
、
「
海
外
や
他
社

の
先
進
事
例
の
情
報
を
収
集
し
、
改
善
に
い
か
し
て
い
る
」
（
三

二
・
五
％
）
も
の
の
、
具
体
的
に
「
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
っ

て
い
る
」
や
「
使
い
や
す
い
製
品
へ
の
改
善
を
検
討
す
る
組
織
（
委

員
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
な
ど
）
を
も
っ
て
い
る
」
企
業
は
と

部落解放研究Nhl54200310

全体
被智者救済の
方針を持つ

被害者救済
マニュアル

を持つ

社として何
らかの対応

特定されな
い限り対応
ない

その他 無回答
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雇
用
・
人
材
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
と
な
る
理
念
に

つ
い
て
は
、
「
理
念
等
を
明
文
化
し
、
公
開
し
て
い
る
」
企
業
は

三
一
・
一
％
で
あ
り
、
「
明
文
化
し
て
い
る
が
、
公
開
し
て
い
な
い
」

の
一
七
・
○
％
を
合
わ
せ
て
も
、
明
文
化
し
て
い
る
企
業
は
五
割

に
達
せ
ず
、
消
費
者
対
応
に
比
べ
て
、
理
念
の
明
文
化
が
遅
れ
て

い
る
。
「
理
念
に
相
当
す
る
も
の
は
あ
る
」
と
す
る
企
業
の
割
合

が
四
割
弱
（
三
六
・
四
％
）
を
占
め
て
お
り
、
明
文
化
さ
れ
た
方

針
を
策
定
す
る
と
い
う
方
式
が
、
日
本
企
業
の
雇
用
に
お
い
て
は

な
じ
み
が
薄
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

人
材
の
多
様
性
や
人
権
の
尊
重
と
い
う
考
え
方
に
も
と
づ
く
具

体
的
方
針
の
策
定
も
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
。
障
害
者
雇
用
に
関
し

て
は
具
体
的
方
針
を
有
し
て
い
る
企
業
が
六
四
％
に
達
し
た
も
の

の
、
女
性
雇
用
同
一
一
一
一
一
一
・
七
％
、
高
齢
者
雇
用
同
三
六
・
四
％
、

外
国
人
雇
用
同
二
一
・
二
％
に
と
ど
ま
り
、
多
様
な
人
材
を
活
か

も
に
こ
二
・
｜
｜
｜
％
と
低
く
、
「
社
会
的
弱
者
を
代
表
す
る
よ
う
な

団
体
等
と
商
品
を
共
同
開
発
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
も
っ
て
い

る
」
場
合
と
な
る
と
、
八
・
九
％
と
非
常
に
少
な
く
な
る
と
い
う

傾
向
と
も
合
致
す
る
。
今
後
専
門
性
の
あ
る
消
費
者
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
当
事
者
と
の
会
話
を
通
じ
て
、
よ
り
積
極
的
な
取
り
組

み
が
期
待
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

３
｜
雇
用

す
こ
と
が
競
争
力
強
化
に
つ

な
が
る
と
い
う
欧
米
に
お
け

る
考
え
方
の
主
流
と
は
異
な

る
現
状
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。女
性
雇
用
の
定
着
の
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、

「
自
社
独
自
の
産
休
制
度
」

五
八
・
七
％
が
比
較
的
回
答

率
が
高
い
も
の
の
、
「
男
女

差
別
防
止
の
社
内
規
定
」
「
女

性
用
相
談
窓
口
」
「
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
実
施
」
「
女

性
用
メ
ン
タ
ー
制
度
」
な
ど

の
積
極
的
な
女
性
雇
用
の
促

進
策
の
実
施
率
は
低
か
っ
た

（
表
４
）
。

雇
用
に
お
け
る
人
権
侵
害

や
差
別
の
撤
廃
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
（
国
連

事
務
総
長
に
よ
り
提
唱
さ
れ

て
い
る
企
業
行
動
原
則
）
の

表４ 女性の定着への取り組み／複数回答可

表５ 雇用における差別撤廃のための取り組み／複数回答可

全体
ポジティブ

アクション

実施

自社独自
の産休体
暇制度

保育支援

１W1度があ
る

女性用の
メンター

Hill度

女性用の
相談窓口
がある

男女差別
防止の社
内規定

特に何も
していな
い

その他 鉦IＩｉ 答

264社
％ 133 58.7 ｌＵ６ 0.8 16.7 2８８ 155 8.7 ９１ 

全体
専門部署
等を設超
している

委員会．
チームを

組織

就業規則
等に規定
を設ける

自社独自
のマニュ

アル作成

研修・講
習を実施
している

相談する

窓、を段
ける

リザに何も
していな
し､

その他 無回答

264社
％ 3１１ 2２３ 3６ 23.5 45」 44.7 14.8 5３ 6.8 
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主
た
る
項
目
で
も
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る

多
く
の
日
本
企
業
に
と
っ
て
、
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
で
あ
る

が
、
差
別
撤
廃
へ
の
取
り
組
み
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
（
表

５
）
。
例
え
ば
、
差
別
撤
廃
の
た
め
「
研
修
・
講
習
を
実
施
し
て

い
る
」
四
五
・
一
％
と
「
問
題
等
が
あ
っ
た
場
合
に
相
談
す
る
窓

口
を
設
け
て
い
る
」
が
四
四
・
七
％
で
ほ
ぼ
半
数
の
企
業
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
「
就
業
規
則
等
に
規
定
を
設
け
て
い
る
」
三
六
・

○
％
、
「
専
門
部
署
も
し
く
は
専
任
担
当
を
設
置
し
て
い
る
」
三

一
二
％
、
「
自
社
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配
布
し
て
い

る
」
二
一
一
一
・
五
％
、
「
委
員
会
・
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
い
る
」
二
一
一
・

一
一
一
％
な
ど
と
い
っ
た
企
業
も
三
～
五
社
に
一
社
ず
つ
み
ら
れ
る

が
、
「
特
に
何
も
し
て
い
な
い
」
企
業
も
一
四
・
八
％
と
な
っ
て

い
る
。
製
造
業
と
非
製
造
業
を
比
較
す
る
と
、
全
般
的
に
製
造
業

の
方
が
非
製
造
業
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
割
合
が
高
く
、
国
外
拠

点
の
有
無
別
に
み
る
と
、
国
外
拠
点
の
あ
る
企
業
の
方
が
な
い
企

業
に
比
べ
、
多
様
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
割
合
が
高
く
、
「
特

に
何
も
し
て
い
な
い
」
企
業
は
二
・
一
％
と
少
な
い
（
国
内
の

み
は
二
五
・
六
％
）
。

一
方
、
人
材
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
観
点
か
ら
人
事
評
価
は
企
業
、

社
員
の
双
方
に
と
っ
て
重
要
な
評
価
制
度
で
あ
る
が
、
評
価
結
果

の
被
評
価
者
へ
の
開
示
は
、
「
全
員
に
結
果
を
詳
細
に
知
ら
せ
て

い
る
」
企
業
が
四
五
・
八
％
と
最
も
多
く
を
占
め
、
「
全
員
に
緒

社
会
貢
献
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て
は
「
特
別
に
は

な
い
」
と
答
え
た
企
業
が
五
一
・
一
％
と
最
も
多
く
、
「
文
言
を

文
書
化
し
、
社
外
に
も
公
表
し
て
い
る
（
企
業
財
団
な
ど
の
設
立

趣
意
書
を
含
む
）
」
が
二
八
・
八
％
と
次
い
で
い
る
。
「
文
言
を
文

書
化
し
て
い
る
が
、
社
外
に
は
公
表
し
て
い
な
い
」
は
二
・
四

％
で
あ
り
、
文
書
化
し
て
い
る
場
合
は
、
社
外
に
公
表
し
て
い
る

企
業
の
方
が
多
か
っ
た
。
具
体
的
方
針
を
も
っ
て
体
系
的
に
社
会

貢
献
に
取
り
組
む
企
業
と
、
明
確
な
方
針
が
な
い
企
業
に
二
極
分

化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
製
造
業
と
非
製
造
業
を
比
べ

る
と
、
「
文
書
化
」
の
割
合
は
製
造
業
（
四
七
・
四
％
）
が
非
製

造
業
（
一
一
一
二
・
三
％
）
よ
り
高
く
、
基
本
的
な
方
針
が
「
特
別
に

は
な
い
」
企
業
が
非
製
造
業
に
多
い
な
ど
、
全
般
に
製
造
業
の
ほ

う
が
、
組
織
的
な
取
り
組
み
体
制
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

采
の
み
を
知
ら
せ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
開
示
し
て

い
な
い
」
一
七
・
○
％
を
合
わ
せ
る
と
六
○
％
を
超
え
る
企
業
で
、

結
果
が
被
評
価
者
に
開
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
必
要
が
あ

れ
ば
知
ら
せ
て
い
る
」
一
五
・
五
％
と
「
特
別
に
は
知
ら
せ
て
い

な
い
」
八
・
三
％
と
を
合
わ
せ
る
と
、
原
則
的
に
は
結
果
そ
の
も

の
を
知
ら
せ
な
い
企
業
も
二
割
強
を
占
め
て
お
り
、
評
価
に
関
す

る
納
得
度
を
高
め
る
た
め
に
改
善
が
望
ま
れ
る
。

４
社
会
貢
献

部落解放研究NQ154 2003.10 
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環
境
対
応
の
基
盤
と
な
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
」
企
業
が

五
九
・
五
％
と
過
半
数
を
占
め
、
「
自
社
独
自
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
」
三
・
○
％
も
合
わ
せ
、
全
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
・
休
職
制
度
の
導
入
は
、
「
あ
る
」
企
業

は
三
四
・
五
％
に
と
ど
ま
り
、
「
な
い
」
企
業
が
五
六
・
一
％
と

過
半
数
を
占
め
た
。
製
造
業
と
非
製
造
業
を
比
較
す
る
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
休
暇
が
「
あ
る
」
割
合
が
、
製
造
業
が
四
四
・
五
％
、

非
製
造
業
が
二
三
・
六
％
と
、
製
造
業
の
ほ
う
の
導
入
が
進
ん
で

い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
（
事
業
の
共
同
企
画
・
実
施
、
協
議
・
意
見
交

換
等
）
は
、
少
な
い
費
用
で
大
き
な
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
得
る

こ
と
の
で
き
る
、
戦
略
的
な
社
会
貢
献
の
手
法
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
協
働
を
「
実
施
し
て
い
る
」
企
業
は

二
七
・
三
％
に
と
ど
ま
り
、
「
特
別
に
実
施
し
て
い
な
い
」
企
業

が
六
四
・
八
％
と
大
勢
を
占
め
た
。
製
造
業
と
非
製
造
業
を
比
較

し
て
も
、
「
実
施
し
て
い
る
」
割
合
に
大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
が
戦
略
的
社
会
貢
献
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
実
施
は
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

５
環
境

で
六
割
強
の
企
業
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

お
り
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

と
く
に
、
製
造
業
で
は
八
九
％
が
認
証
を
取
得
（
準
備
中
を
含
む
）

し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
比
較
的
環
境
負
荷
の
小
さ
い
非
製
造
業

に
お
い
て
も
四
三
・
三
％
（
同
様
に
準
備
中
を
含
む
）
を
占
め
る

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
点
と
い
え
る
。

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
環
境
報

告
書
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
け
る
報
告
書
作
成
の
歴
史
は
比
較

的
浅
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
四
八
・
九
％
と
半
数
近
く
の
企
業
が
発

行
し
て
お
り
、
情
報
公
開
の
姿
勢
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
「
外
部
公
表
前
に
、
第
三
者
（
専

門
家
、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
環
境
専
門
機
関
な
ど
）
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て

い
る
」
企
業
が
三
四
・
一
％
を
占
め
、
外
部
の
専
門
性
や
外
部
か

ら
の
信
頼
性
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
傾
向
が
窺
え

る
。
な
お
、
製
造
業
と
非
製
造
業
を
比
べ
る
と
、
「
発
行
し
て
い
る
」

割
合
は
製
造
業
の
六
六
・
四
％
に
対
し
、
非
製
造
業
で
は
二
九
・

九
％
と
そ
の
半
分
で
あ
る
が
、
作
成
に
あ
た
っ
て
の
第
三
者
の
関

与
に
つ
い
て
は
稲
製
造
業
と
非
製
造
業
の
間
に
大
き
な
差
は
な
い
。

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
報
告
書
発
行
等
と
な

ら
び
重
要
な
地
域
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
と
く
に
製
造
業
で
「
地
域
住
民
と
の
懇
談
会
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
る
」
企
業
は
三
三
・
六
％
、
ま
た
「
地
域
社
会
へ
環
境
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層
の
取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
。

環
境
規
制
が
強
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
製
造
業
を
中
心
に
環
境

リ
ス
ク
に
対
応
す
る
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、

最
も
高
い
の
は
「
災
害
・
事
故
発
生
時
に
お
け
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
て
い
る
」
で
、
六
五
・
九
％
の
企
業
で
行
わ
れ
て
い

る
。
次
い
で
「
事
故
・
緊
急
時
に
お
け
る
対
応
訓
練
を
年
一
回
以

上
実
施
し
て
い
る
」
五
九
・
一
％
、
「
リ
ス
ク
低
減
対
策
と
し
て
、

危
険
・
有
害
物
質
の
使
用
禁
止
、
削
減
を
進
め
て
い
る
」
五
○
・

八
％
、
そ
の
他
の
項
目
で
も
ほ
ぼ
半
数
の
企
業
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
「
新
規
事
業
所
の
開
設
や
設
備
の
新
築
、
改
築
に
あ
た
っ
て
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
」
の
は
三
六
・
四
％
で
や

や
低
い
。
と
く
に
製
造
業
で
は
い
ず
れ
の
項
目
も
七
～
八
割
程
度

を
占
め
て
い
る
。
非
製
造
業
に
お
い
て
も
万
一
の
場
合
の
対
策
を

準
備
し
て
い
る
企
業
は
五
割
前
後
あ
る
が
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
は
じ
め
リ
ス
ク
防
止
に
つ
い
て
も
無
関
係
で
は
な
い
た
め
、
’

情
報
を
積
極
的
に
開
示
し
て
い
る
」
企
業
は
四
六
・
○
％
に
の
ぼ

り
、
あ
る
程
度
積
極
的
な
姿
勢
と
い
え
よ
う
。
非
製
造
業
の
な
か

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て

よ
り
一
層
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

環
境
規
制
が
強
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
製
造
業
を
中
心
に
環
境

本
調
査
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
五
つ
の
分
野
か
ら
総
合
的
に
評
価
し
よ

う
と
す
る
新
し
い
試
み
だ
っ
た
。
本
調
査
実
施
と
相
前
後
し
て
、

企
業
内
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
む
た
め
の
専
門
担
当
部
署
を
設
置
し

た
り
、
社
内
横
断
的
な
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
企
業
が
出
始

め
た
。
今
後
マ
ル
チ
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
念
頭
に
お
い
た
Ｃ
Ｓ

Ｒ
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
ま

た
私
ど
も
の
評
価
方
式
そ
の
も
の
も
、
環
境
、
雇
用
、
人
権
、
消

費
者
問
題
な
ど
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
専
門
組
織
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
探
化
、
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

五
お
わ
り
に
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